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崖菊 報

物理化學研究室並に化研堀場研究室

・ 昭和六年度研究竅表討議魯

1。 アセン ト水落液の光分解 高 津 榮 二 郎

アセ トンの稀薄水溶液に紫外線を照射せる時のアセトンの加水分解速度

を電氣傅導度によn測 定 した。

2.光 によるブラウン運動の變化に就て 歸 山 亮

ヵ一ジオイ}Flt外顯微鏡 を用ひて銀腥質粒子のブラウン運動 を測定 した

處照射光鍍の強度によ りその變化を認めた0

3.ヘ モグ ・ビンの滲透壓の光による熨化m村 明 罎

光の強度の蔆化が滲透壓に及ぼすPを ヘモグ ロビンに就て研究 し允。

4遐 五釧の水素牧着 北 川 徹 三

還冗銅竭媒を用uて 水素の枚着量及び牧着速度を測定 した。その結果觸

媒の表面が瓦斯を吸濳すると直ちに之に績いて金屬内部への瓦斯の吸牧

(溶解)が 起ることを見た。

5.濃 厚水溶液の蒸氣壓に就て 横 田 泰 三

瀞 緇 液の蘇 壓(・)と其飆 晋)との隴 瓦許 ・魯 撫 臨

純溶媒の蒸氣壓)な る簡單なる關係式の域立つ事を實駿的に並に黙力界

的に實證 した。
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6..釁 酸&;斯 とアムモ昌ヤの反應 吉 田 武 子

7.メ タンの接觸分解 窪 川 眞 男

大 石 信 一

(一)一 般脱水素反慮に有効なる白金編楳が メクン分解CH尸C十2鎚

の場合には生成物被毒の爲に菩しき不活性 となる事を見た。之{L

關する定性的實驗結果と白金表面の構楚 とiLNklして報告する。

(二)低 温に於ては メタンの分解反應が可逆的になる。白金の場合の如

く遐元ニツケルの存在の下に於てもその分解は生成物被毒の爲め

抑制反慮搬 式にて進行する。

&固 體表面上に靜止する液滴の接弱角測定 後 藤 廉 甼

液盟が固罷を濡 らすと云ふ現象を研究する日的を以て,先 づ固盟 手面上

fL靜止する液滴のたす接觸角を測定せんとし 簡單な装股を考案 した。

AIL,硝 子平面板に對 し數種の液體を用ひて得た豫備質験の結.果を報告

し様と思ふ。

9.新 ら しき簡單なるカロ リメーA一 の性能に就て 佐 藤 一 堆

液鱧系の化學反應の熱解析に使用すべき目的を以て創案された硝子製の

癇單なるカロリメーターに就ては咋年の本發表會に於て報告 され.たこの

カロリメーターの性能;.gigその冷却蓮度と水當量に開 して得た事實 に就

てkべ ようと思ふo

.10.繊 維素の銅アンモ昌ヤ液に對する溶解熱の測定 大 西 一

供試織維素として木綿,麻,濾 紙及び人造絹糸を用ひてそ¢)溶解熱 を測

定 しYJそれ らの純アンモ昌ア水に對する膨潤熱 を測定 した。

1L澱 粉類の吸着熱 宮 鱗 安 太 郎

二三の織維素及澱粉類に就て膨潤熱を測定 した.特 に澱粉に就て温慶に

よりそれが如何に變{ヒするかを觀察 したり

一(肇 働 一
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12.人 造絹糸の膨潤熱及び解膠熱 外 山 修

清 水 英 彦

鹽 人鎧絹.糸の苛性曹逹溶液濠び鹽化亜鉛
,鹽 酸溶液による膨潤熱及び解膠

熱の濃度による變化に就て遞べる。

13.反 應速度の熱解折 馬 場 日 出 男

田 川 鼻

簡單なるカロリメータ尸を用ぴて液體に於ける化學反應の速度が如何な

る程度.に勲解折出來るか を試みるため既に知 られた過酸化水素の紫外線

に依る分解に就て實驗を行つた。

14.光 によるフ.オスゲンの生成 市 川 穎.治

卜 高 木 幹 雄

COとC』 とよりCOCI,の 光化學的生成,特 にその初期反應の研究の

結果を在來のそれ と比較 して研究方法の正確度を論 じ,二 三の薪事實に

就て蓮べる。

15.水 素酸素間の反應 城 野 和 三 郎

爆發反應の研究にはその初聊現象を知る事が非常に興味ある箏であ り,
コ

而 して市川博士が光化學反應の研究 に考案 した装置は.ζの日的の爲に極

めて適當なものである。それ故に.この方注を水酸素間の反應に應用 し

斯 くして得た二三の資驗結果に就て述ぺる。
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